
2004年 出上の木簡

宮
城
・市
川
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
多
賀
城
市
市
川

・
浮
島

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
五
次
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
五
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
孝
行

・
村
松
　
稔

・
相
澤
正
信

・
廣
瀬
真
理
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
地
方
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

市
川
橋
遺
跡
は
、
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
西
面
か
ら
南
面

一
帯
に
か
け
て
広

が
る
遺
跡
で
あ
り
、
標
高
ニ
ー
三
ｍ
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
し
て
い
る
。
本
遺

跡
か
ら
西
側
の
山
王
遺
跡
に
か

け
て
は
、
南
北

。
東
西
大
路
を

基
準
と
し
た
方
格
地
割
が
段
階

的
に
施
工
さ
れ
、
九
世
紀
に
は

都
市
的
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い

竃
　
　
＞」
と
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

塩
　
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

脩
　
　
今
回
の
調
査
は
、
道
路
拡
幅

及
び
公
共
下
水
道
工
事
に
伴
う

も
の
で
、
多
賀
城
外
郭
南
辺
築
地
か
ら
南

へ
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
城
外
の
幹
線
道
路

で
あ
る
南
北
大
路
か
ら
東
へ
約
五
〇
ｍ
の
地
点
に
あ
た
る
。
調
査
で
は
、
方
格

地
割
の
北
二
道
路
、
溝
、
土
坑
、
水
田
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
本
調
査
地

の
北
東
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
建
物
跡
な
ど
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

居
住
域
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
①
が
溝
Ｓ
Ｄ
三

一
〇

一
、
②
が
北
二
道
路
Ｓ
Ｘ
三

一
〇
〇
の
南
側

溝
Ｓ
Ｄ
三
〇
九
九
か
ら
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｄ
三

一
〇
二
は
東
西
に
延
び
る
溝
で
、

約
八
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
上
幅
二

・
五
―
二

・
九
ｍ
、
下
幅
二

・
○
―
二

・
三

ｍ
、
深
さ
三
二
伽
を
測
り
、
埋
土
は
二
層
に
分
け
ら
れ
る
。
上
層
が
人
為
的
な

埋
立
土
、
下
層
が
自
然
堆
積
層
で
、
木
簡
は
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
と
共

伴
す
る
遺
物
は
な
い
。

Ｓ
Ｄ
三
〇
九
九
は
、
上
幅
二

・
七
五
―
三

・
七
五
ｍ
、
下
幅

一
。
一
〇
―

一

・
八
二
ｍ
、
深
さ
五
七
伽
を
測
る
。
出
土
土
器
か
ら
人
世
紀
後
期
を
上
限
と
し
、

一
〇
世
紀
前
期
頃
に
降
下
し
た
火
山
灰
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、　
一
〇
世

紀
前
期
に
は
機
能
を
失

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
共
伴
遺
物
に
は
、
土
師
器

・
須

恵
器
、
馬
形
、
挽
物
、
墨
書
土
器

酔̈
ぇ
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
本
遺
構
の
東

延
長
上
に
は
、
国
司
館
ま
た
は
城
外
の
官
衡
と
推
定
さ
れ
る
館
前
遺
跡
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

溝
Ｓ
Ｄ
三
一
〇
二

ω

　

久
□
□
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力
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□
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□

□
部
回
□

〔丈
力
〕

□
部
綿
麻
呂

②
は
、
幅
広
の
材
を
用
い
た
文
書
木
簡
。
上
端
に
は
面
取
り
が
施
さ
れ
原
形

を
と
ど
め
て
い
る
が
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
左
右
両
側
面
は

一
部
欠
損
し

て
い
る
が
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
表
面
を
下
に
し
た
状
態
で
出
土
し

（∞［『）×
⇔Ｏ
×
『
　
ｏＰｏ

た
た
め
、
裏
面
は
材
の
傷
み
が
激
し
い
。
兵
士
が

「馬
庭
」
の
修
理

・
造
作
に

あ
た
る
た
め
に

「修
理
所
」
か
ら
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。　
一
行
目
は
事
書

で
あ
り
、
初
句

「修
理
所
」
は
差
出
者
に
あ
た
る
。
二
行
日
以
降
、
裏
面
に
わ
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2004年 出土の木簡

た
り

「火
長
」
を
は
じ
め
と
す
る
兵
士
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

多
賀
城
市
教
育
委
員
会

『市
川
橋
遺
跡
―
第
四
五
次
調
査
報
告
書
―
』
（多

賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
七
六
、
二
〇
〇
五
年
）

（鈴
木
孝
行
）

『木
簡
研
究
』
在
庫
状
況
の
お
知
ら
せ

頒
価一
―
四

・
七
号
　
口印
切
れ
　
　
　
五

・
六
号
　
　
　
一二
五
〇
〇
円

八
―

一
二
号
　
　
一二
八
〇
〇
円

　

一
三
一号
　
　
　
　
四
三
〇
〇
円

一
四

。
一
五
号
　
四
五
〇
〇
円

　

一
一四

。
二
五
号
　
五
〇
〇
〇
円

一
六
―
二
三

・
二
六
号
　
五
五
〇
〇
円

　

（五

・
六
号
は
残
部
僅
少
）

送
料一
冊
　
エハ
○
○
円
　
　
一
一冊
　
人
○
○
円
　
　
一二
冊
　
一
〇
〇
〇
円

四
冊
　
一
一
一〇
〇
円
　
五
―

一
〇
冊
　
一
五
〇
〇
円

一
一
―
二
〇
冊
　
一
一〇
〇
〇
円

◇
個
人
で
の
お
求
め
は
代
金
前
納
で
す
。
代
金
と
送
料
を
郵
便
振
替

〇

一
〇
〇
〇
十
六
十

一
五
二
七
　
木
簡
学
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◇
公
的
機
関
の
場
合
は
代
金
後
納
で
結
構
で
す
。

左
記
の
銀
行
振
込
か
右
記
の
郵
便
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

日
座
番
号
　
み
ず
ほ
銀
行
西
大
寺
出
張
所

普
通
預
金
　
一
一
一
〇
三

一
五

口
座
名
　
木
簡
学
会
　
栄
原
永
遠
男

（さ
か
え
は
ら

と
わ
お
）

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ
ど
う
ぞ

〒
六
三
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
番

一
号

奈
良
文
化
財
研
究
所

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
気
付木
　
簡
　
学
　
会

電
話
　
〇
七
四
二
十
三
〇
十
六
人
三
七

田

―
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多賀城南辺の方角地割




